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平成２７年度「県と市町の地域づくり連携・協働協議会」（地域会議）１対１対談 開催結果（主な発言内容） 平成２７年８月２８日 現在

対談
市町名

対談項目 各市町長の主な発言内容 知事の発言内容

9 四日市市

対談項目１
伊勢志摩サミット（ジュニアサ
ミットを含む）における四日市
市の地域資源や施設の活用に
ついて

ジュニアサミットを中心に、本市が有する地域資源あるいは
施設の活用を図っていただきたいと考えている。

プラネタリウムは設備面では世界一流と自負しており、ＪＡ
ＸＡとの提携により、市との強い協力関係がある中で、例えば
宇宙飛行士による講演など一段とジュニアの世代を対象に深み
のある体験・プログラムを検討できるのではないかと思ってい
る。

四日市公害と環境未来館は都市における産業の発展と環境保
全の両立、どの国にとっても非常に重要な欠かせないテーマに
ついて深く学び考えていただく最適な施設ではないかと思う。
奇しくもジュニアサミットを主催するユニセフでは持続可能な
開発というものを大きな原則として掲げており、環境未来館の
趣旨とぴったり一致すると思う。公害対策のモデル都市として
の四日市市の歩み、その過程で培ってきた環境技術・環境管理
のノウハウ、こういったものを学習していただいて、若い世代
の今後の活動や行動につなげていただければと願っている。

さらには、ＩＣＥＴＴにおける海外研修生受け入れの豊富な
実績もあり、天津市とロングビーチ市と友好都市あるいは姉妹
都市関係を結んでいる中で、毎年本市で高校生による地球環境
塾というものを開催しており、その経験もある。

加えて、多くのホテルや食事場所など海外から多くの方を受
け入れ、有意義な体験・研修をしていただくためのハード・ソ
フト両面での条件がそろっていると思っている。

本市は総合力で考えて正に最高の環境にあると自負している
ので、ぜひサミットの開催に際して本市の地域資源や施設の有
効活用を図っていただくよう、強く要望させていただきたいと
思う。

ジュニアサミットが決まったら、北勢地域でメインの会場は
一つであろうが、会場を複数設定していただくようなことも併
せてご検討いただきたい。

8月5日に中山外務副大臣にジュニアサミットの開催と開催地
を三重県にしてほしいということを要望してきた。ジュニアサ
ミットの開催が決定した折には、伊勢志摩地域以外で開催した
いと県としても思っており、伊勢志摩地域以外の複数の市が手
を挙げていただいているので、三重県での開催が決まれば、そ
の中から選んでいきたい。

今回四日市市さんからご提案いただいたプラネタリウム・宇
宙の関係、四日市公害と環境未来館、そしてＩＣＥＴＴとの連
携、これらいずれについても大変魅力的なテーマである。ジュ
ニアサミットの決定の折には、どういう所を行っていただける
か、そんなプランを一緒になって考えていきたいと思ってい
る。

特に四日市市には県内唯一のスーパーグローバルハイスクー
ルである四日市高校がある。ジュニアサミットでは参加者以外
の現地の高校生との交流をすることがおそらく想定されている
ので、そういう意味ではスーパーグローバルハイスクールの子
どもたちが交流の場に来ていただくということは非常にありが
たいことなのではないかと思っている。

言っていただいたもののみならず、食材、あるいは伝統工芸
品である萬古焼、こうしたものの活用についての提案募集をさ
せていただいているところなので、ぜひご提案いただいて、私
たちも外務省と協議をしていきたいと思っている。

今回のサミットを契機に県民みんなで受け入れの機運を作
り、おもてなしの気持ち・アクションを発揮できる、そういう
地域にしていきたいと思っているので、市長からご提案いただ
いたジュニアサミットの関連も含めながら、地域全体の盛り上
がりを作ることにご協力をいただければと思っている。

また、来年は日本で初めて行われる国際地学オリンピックも
三重県で開催される。プラネタリウムなどは地学オリンピック
のテーマに正にマッチしている所だと思うので、そのあたりも
いろいろご相談させていただければと思う。

四日市市
対談項目２
ユネスコ無形文化遺産登録に
向けた情報発信について

四日市市富田地区「鳥出神社の鯨船行事」をはじめ、伊賀市
「上野天神祭のダンジリ行事」、桑名市「桑名石取祭の祭車行
事」を含む全国33の国指定重要無形民俗文化財について、来年
の秋にユネスコ無形文化遺産登録の審査が行われる予定と聞い
ている。

本市としても登録推進に向けたＰＲ活動を盛んに行っている
が、県内３つの文化財を含むこともあり、ぜひ県としても情報
発信等に一層の力添えをお願いしたい。

具体的には、例えば海外に向けた情報発信の場として非常に
有効な伊勢志摩サミットを活用して、３つの文化財行事に関す
る共同のＰＲ用のパネルやパンフレットを作成したり、サミッ
トの本会議場等でその文化財の演技を披露する場・機会の設定
などをお願いできないか。

また、県と文化財を有する３市との連絡調整会議のようなも
のを結成して、一丸となって推進できる体制をとるのも有効か
と考える。

来年10月に「山・鉾・屋台行事」がユネスコ評価機関の事前
審査の勧告を受け、11月にユネスコ政府間委員会で審議され、
登録の可否が決定されるということで、大変重要な年になると
思っている。

県内においても登録に向けた機運の醸成をやっていかなけれ
ばならないと思っているし、私たちも関係機関と連携して、ぜ
ひ情報発信に努めていきたいと思っている。

連絡調整会議的なものは、少し前向きに検討したいと思うの
で、事務方に検討させたいと思う。

サミットにおけるＰＲについては、これから中身はいろいろ
検討していくが、例えばメディアセンターの中に三重県情報館
を作るので、そこに３つまとめて出すのも一つの方法だと思
う。なんらかのＰＲをどこかでできないかというのは少し考え
ていきたいと思う。一方、その３つの行事が三重県にあるのを
ＰＲするのはいいことだが、それがユネスコの審査待ちという
ＰＲを国際的な場でするのは逆効果になることもありうるので
十分注意してＰＲされるといいですよと文化庁からアドバイス
を受けているので、十分留意しながら、こういう地域の宝・伝
統があるということでのＰＲについて、皆さんと相談しながら
考えていきたいと思う。




